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民意基盤整備と高度情報通信技術
一大学のかかわりを米国に探る－
萩原俊
はじめに
我が'工|における民意基盤整備にかかるｉ１:ｌｉ度情#|加信|支術（Advancedｌ'lfOrnlation＆Comlnunication
'Hechnology）の役ｆｌｆｌｌについては、2001ｲ'１１１]施行の「高度情報皿信ネットワーク社会形成基本法
(''１月称：ＩＴ基本法)」の第三条、第］1条、鮒六条および鏑八条において、それぞれ「全ての国民が
情報〕、信技術の恵沢を享受できる社会の実肋、「ゆとりと豊かさを災感できる'五'民生活の実現｣、
｢活ﾉﾉある地域社会の実現及び住民編i(11:のlfil｣二｣、「利lllの機会等のWf飛の是正」に資するべきとし
ている。より具体には、第三条において、「全ての|正|民が、インターネットその他の高度`情報通信
ネットワークを容易にかつ主体|('9に利Illする機会を有し、その利lll機会を〕、じてＩｌＨｌ々の能力を創造
'119かつ最大限に発liliすることが可能となることで、，|i緋M〕､信技術の恵沢をあまねく享受できる社会
の実』,!」を、第五条において、「インターネットその他の高度情報皿信ネットワークを通じた、国
民生iiIiの全般にわたる質の高い情報の流jln及び低廉な料金による多様なサービスの提供により、生
活の利便性の向上生活様式の多様化の促進及び消費者の主体的かつ合''1,'１９選択の機会の拡大が図
られ、もってゆとりと豊かさを実感できる|正|民生活の実現」を、館六条において、「情報通信技術
のIiIi11lによる、地域経済の活性化、地域における魅ﾌﾞﾉある就業の機会の)fi'Ⅱ|}並びに地域内及び地域
'''1の多様な交流の機会の増大による住IMi活の充実及び利便性の'h'｣1を皿じて、（固性豊かで活力に
満ちた地域社会の実現及び地域住民の柵'':の'可上」を、館八条において、「地理的な制約、年齢、
身体的な条件その他の要lxlに蕊づく,ｌｉｌｉ報〕ｉｎ信技術の利)１１の機会又は活１，]のための能ﾌﾞﾉにおける格差
が、高度情報通信ネットワーク社会の''1渦かつ一体｢'りな形成を著しく'''1害するおそれがあることに
鑑み、その是IF」を進めるとしている。
ここ数年の問に、我が国が高度情報通信ネットワーク社会に入ったことは''１]違いない。たとえば、
インターネット利川者について、（11ｲ）インターネット協会によれば、1997ｲ'三２月における利用者
は約570万人であったが、翌９８年６月には1,150万人と倍噌、２年後の2000ｲＩｉ６月には、2,310万人
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とさらに倍墹、2002年２月にはさらに倍１１Wの4,620万人、人'二1比で約３７％となっている1)。
しかしながら、この急速な杵及が、わが'五1における民意払撚整備に着実に貢献しているとは言い
難い。政府は2001年３)１，iii述のIT1iL本法に｣iLづき、２０()5ｲIﾐを'二|指して「eJapall重点計Ul1i」を
策定し、「活力ある地域社会の実現及び住民Will<||:のlfTI-L」について、「遠隔教育や遠隔|歪療をJlulL及さ
せる｣、「全ての国民がインターネット等を〕、じて、いつでも必要とするサービスを受け、様々なコ
ミュニティに参加できるようにする」としている。また、「利111の機会等の格差の是正」について
は、特に、｜庫害者に関するｌＴ政策への緊急提言として、障害者が参jl1できるIＴ講習体制の蝦IlIi、
｢もの」と「ひと」による情報橘差是Ｉ１ｆの１１雌、ＩＴ関連の障害背政策の総合的な検討体制の1illi立を
調っているが、いずれもil9liい達成|=|標であるといえよう。
Ｉ：日米両国におけるインターネット利用実態
総務省の至近の調査2)によれば、2001ｲ|三木でのパソコン〕､信・インターネット利111者の多くは若
年胸であり、１０，２０，３０歳代で７０％近いものが、４０歳代で６０％程度となり、５０歳代では４０％を切
り、６０歳代では１５％、７０歳代では２％ＩＪ１ｌ度となる。
また、｜可じ調査は'１岬;背、高齢者のパソコン〕画信・インターネット利１１|について、障害者1,416
名、高齢者465名に対してアンケート訳l杏を行っているが、いずれかを利川している割合は、障害
者の１０％に限られており、高齢者の｣易合はI1II1か１％となっている。さらに、｜玉|外ネットへのアク
セスは、仙川される言語が主として英語であることから、言語に起因する「デジタル・デイバイド
(情報格差)」の存在が今後においても大きな課迦となろう。例えば、近ｲ|ﾐ、地域づくりにおいて注
|=1を浴びている「SocialCapital（ソーシャル・キャピタル：社会関係登本)」について、｜J<''八|ネッ
トで検索すると、「ソーシャル・キャピタル」では598件、「社会関係資本」では125件に過ぎない
が、’五|外ネットで「SocialCapital」を検索すると242万件とその格差は４千から２万倍となる。
一力、米|正|ではどうであろうか。２()()1ｲ|ﾐ９月の米匡|商務街（ＵＳ､DepartlnentofCon]Inerce）のiiⅡｌ
査3)によれば、３～１７歳の人口6,635刀人の６５％が家庭でコンピューターを操作し、うち、30.4％
がインターネットにアクセスしている。また、１８歳以_上では、その人口２億200刀人の５５％が家
庭でコンピューターを操作し、うち、37.3％がインターネットにアクセスしている。総数としては
’億1,850刀人ほどで人|]割合は４２％となる。
１
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('1ｲ)インターネット協会編「インターネット白下I}２()()2」
総務省「平成14年情報jI｣､信|とＩ書」
Ｕ､S・Del)al･tlnelltofColI11】Ierce「HolneColIll)utcl･ｓａＩｌ(lIIlterlletUseintheUnite(1States」August,2000.
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また、1990年に施行された「障害を持つアメリカ人法（AInericanswithDisabilitiesAct:ADA)」
により、障害者への情報障壁を排除することが規定され、髄話会社に対して、言語や視覚に障害を
持つ人々と健常者との電話によるコミュニケーション支援義務が課せられた。これにより「聾|唖者
のためのテレコミュニケーション機器('lblecomlnunicationDevicefOrtheDeaf:ＴＤＤ)｣が開発され、
交換手は聾1111者からのタイプによるメッセージを言葉として健常者に伝えるとともに、その逆も行
うこととなった。このＴＤＤは、公衆電話１１１のみならず、家庭lIlもlHl発され、家電Ⅱｉｆでも1MIi入でき
る。ホテルなどでも設置がすすめられている。視覚障害を持つ人のためには、パソコンで打ち込ん
だ文章がパソコンの手iiiに取り付けられている装置で直ちに点字化され、Iilll:認できるもの、また、
四肢に障害を持つ人々には、２，３秒凝視することや|瞬きに反応するキー、’三lにくわえて息で操作
するスイッチによりオン・オフするパソコンなどが|)'１発されている。この分11Fでのわが国の技術革
新は遅れているといってよい。
人I]の４割を超える米'五|でのインターネット利川が米'五|の民意基盤蜷備にどのような貢献をして
いるかを兄極めることはこれも容易でない。たとえば、米llKIアカデミー（Ｕ､SNatiollalAcadelnyof
Science）によれば、インターネットを介してのポルノi、像ｌｌＩｌ魔者に,!iめる１８歳以1〈の割合は１６％
に達しているとしている4)。また、カリフォルニア入学ロサンゼルス校（UIliversityofCalifOrnia，
LosAngeles:UCLA）が米|Ⅱ|匡｜立科学11ｲ1111（U､S・NatiollalSciellceF()undatioll）の助成を受けて行っ
た2,000川『を対象にしたインターネット利１１１調査では１６～18歳のユーザーの33.7％、１５歳以~卜の
28％が'1}会い系を利用していることを指liiIiし、その数値が19～25歳の12.5％、それ以上での１０％
以下と比して、非附に商いとしている。これに対し、親の５５％が良くないとし、その37.2％が子
供たちのインターネット利川をIlill限している5)。これらの数lll〔はわが[E|においても|荷|様なＩＩＪｉｌ(Tlにあ
ることは巾m々の調査にある。たとえば、総務庁（現、総務行）の「T1r少年とパソコンなどに関する
調査研究報告書」（1998ｲ'２９川では、２()施米iiMiのインターネット利)Ⅱ≦Ilfの１/３がポルノ画|象を|}Ⅱ覧
した経験があるとし、高校L'三の利)１１者の｣協合、４７％が見て良いとしている。これに対して親の|止代
の６３％が良くないとしているが、［|米の逆いは、親の対応に見られる。前述のように、米lIlでは、
親が「直接利)UをIlill限する」沓||合が37.2％なのに対して、わが'工|では「公''１りな規IIillに頼る」とす
るものが45.6％、「業界の自主側,lllillに頗る」が27.5％、「子ども本人の判断ﾉﾉなどを育てるための
桁導・教行」が16.6％など、いわば第三11’１:まかせが多く、「保i准背による［1術''１りな対応」はわずか
6.5％に過ぎないとしている。
4）NatiollalAcademyofSciellce 
5）Natiol】alSciellceli1()undati()1１
｢P()rllogl･aphy()Ilthelntcrl1et」２００２
｢Ｐｌ･essReleasc:II1tel･Ilctllse'ｌＭｅｓａ'1bⅡoIl'lblcvisionViewing」ＮＣv629,2()0１
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ここで、インターネット利)Ⅱ内容についてlllI(れる゜総務省が平成13年に2,000111帯あまりを対象
とした調査6）では、メール利)'１が65％、無料・有料情報サービス利川が46％、ビジネス情報・資
料の入手が22％、オンラインショッピングが18％、掲示板利111のチャットが１５％となっている。
利111．入手情報の内容は定かでない。一力、米|工|の調査会社ピュー（Pew）社が2002ｲ1ｉにおこ
なった「インターネットとアメリカ人のLliiiIiにかかる調査（Pewlnternet＆AmericanLife
PrOject)」の'1｣の親１１｣:代のインターネット利Ⅱ|に関する調査「ペアレンツ・オンライン（Parents
Onlille)」には米国の親世代と子どもを持たない|同１世代のインターネット利用への意識および利川
状況比較が詳しく興味深い。まず、１８歳以下の子どもを持つ親|止代の７０％がインターネットに接
続しており、そのIIl1[|]を子どもにパソコンやインターネット利１１１技術を習得させることが子どもの
将来に必要としている。一力、子どものいない|同11廿代でのインターネット利H1率は53％であると
している。
頴以卜０
, 
資料：SurveybythePewInternet＆AmericanLihPrOjectillOctober2002,Ｍa1℃h-May2002,Jalluary2002，
October2001,andAugust/Sel)tembel;２００１（筆者和訳）
この調査結果は、１８歳以一卜の子どもを持つ卿1世代においては、インターネットを子どもの将来
に大きな影響を与える手段、装置としてだけでなく、自らの他卜|〔、福祉の増進、さらには教育・学
習機会の拡充に寄1Jする重要なメディアとして利川しようとする意思と意欲が強く存在しているこ
とがわかる。
6）総務庁統計局統計センター「ＩＴ関連統計資料」（平成１４年版）
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(18歳以下の）子を持つ世代と持たない同世代の1比較
子を持つ世代 子を｝ ↑たない同世代
(18歳以下爪の）子Lを 寺つ世代が持たない同世代よ り利用するオンライ|〕シ活動
健康、医旅関連情報 ６７％ ６０％ 
学業、教脊機会情報 ５８％ ５０％ 
オンライン・バンキング )４％ ２７％ 
ｸﾞｰ』=・
ﾌパ 教、信|['11奥|連情報 )０％ ２３％ 
ダイエット、フィットネス関連情報 ２７％ ２２％ 
(１８歳以下の)n千を持つ世代が持たない同世代より利用しないオンライツ活動
特定柵手とのリアルタイムでのメール交信 ４４％ ４９％ 
チャットルーム利)'１ １８％ ２３％ 
~Ⅱ■｡ＩＬ 
Ｉ－少P
ＩＬ (１ 〕歳１１以;下の>}j子を持つ世代と持だ ない同世〕1ｌｂに共通す るI利用が（ 51るオジライン活動 グー．｡‐‐も
メール送受信 ９２％ ９４％ 
趣味についての'情報 ７７％ ７７％ 
オンライン・ニュース閲覧 ６７％ 68％ 
'三Ｉ的無しでの接続 64％ 66％ 
政府など公共機関ホームページの閲覧 61％ 59％ 
lWi品購入 56％ 5Ｍ７ 
評楽ファイル等のダウンロード ３２％ ３３％ 
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このような状況のなかで、大学におけるインターネット利１１１は大きな位置を占めてきている。
Ⅱ：大学におけるインターネット利用
米'五|の大学におけるインターネット利111は1990ｲ'三代初頭からと言ってよい。現ｲｌｉでは、ほとん
ど企ての大学で、教員によるホームページ作成、識義シラバスの|Ⅱ|示、学生による満座への荏録、
レポートの提'1}、事前の欠席lnI、教員への質|川などに通常利川されている。
先のピュー社の「インターネットとアメリカ人の生活にかかる調査」では、大学生のインター
ネット利川調査も行っており、結果からは、現在の大学L'三の学業、学L|其111活におけるインターネッ
トの利111規模の大きさ、密度の濃さが読み取れるので、かいつまんで紹介する。
１．インターネットの利用状況
2002年時点での米国における大学化数は1,45()万人（｢１本は400万人）で余人|~|のおよそ５％
(同３％）である。米国の人学Llrは一般に比して、インターネット利川度合い力脈倒''１ﾘに多い。こ
れは、幼少のころより、パソコンに接する機会が多く、インターネット利)||は、電話やテレビと同
様、１１常生活に組み込まれていることによる。
・大学生の２０％は５歳から８歳の時点でコンピューターを使い始めている
・大学生の８６％がインターネットに接続している
・大学生の７２％は毎|]ＥメールをｲIl1llしている
・大学生のおよそ半数（49％）が入学に入学後インターネットへ接続している
・大学生の８５％がパソコンを所有しており、２/３（66％）が二つ以化のＥメール・アドレスを
持っている
・大学生の７８％が特別の|=|的無しにウエブ・ページを検索している
・大学生の６０％が音楽ファイルをダウンロードしている。この数値は一般利片l者の２８％の２倍
以上となっている
２インターネットの学業、学生生活への影響
大学生にとり、インターネットは教員や級友へとのコミュニケーション、調査ｲﾘﾄ先、文献検索な
どのための需要な手段となっている。
・大学生の４／５（79％）が学:業、学LL11i活へのインターネット利用効果を認めている
・大学fこのおよそ半数（46％）がＥメールを利川して、授業|ﾉﾘでI川えなかった疑|H1や質問を教員
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に伝えているが、学生にとっての教員とのコミュニケーション手段はやはり直接対話が圧倒的
である。Ｅメールのみを利川して教員とのコミュニケーションを図る学生は１９％に過ぎない
．大学上|弓の３/４（73％）が情報・査料収集について|叉|書鮒よりもインターネットを利川してい
るとしている。インターネットより図書鮒利)'1が多いとする学生は９％に過ぎない
．大学生のおよそ半数（48％）が学友との連絡に際し、Ｅメール利)Ⅱを求められている
．大学化の２/３（68％）が学業に関迎する学会や協会のメール・アドレスを元に、種々の'|育報、
データを得ている
．大学生の半数以｣二（58％）が成紬給果、成緬に対する疑|}ⅡについてＥメールを利川して教員
にアクセスしている
．大学生の２／３（65％が）ＥメールをⅢいて、教員に火lWiIiTlなどを提１１)している
３学生生活へのインターネットの影響
入学生活は学生として授業を消化するだけでなく、ｉ<l:会人となる準IlIilUlllI1であり、それに必要な
スキルを習得する場でもある。この点で、学生はインターネットをそのための利)'１手段として積ｌｉｌ（
的に利用している。
・大学ＬＭ)４２％がインターネットをI(|:会l(l9な交流機会や参ﾉﾉⅡ機会Ilj(得に利川している
・インターネットを遊蠅!的な'二'''１９で利用する学2kは１０％に過ぎない
・大学上|;の３／４がＥメールを友人たちとのコミュニケーションの道具として利川している
．しかし、人学生の２／３以｣二が社会''1<)な交流のための下段としてはＥメールよりも電話を使ｌｌ１
している
・大学生がインターネットへアクセスするために利)|Ｉするコンピューターは[|宅に私有するもの
よりも公共｢19な場所、例えば、入学などに投世されているものを使う傾向がl｢i倒的に多い
このような状況の''１で、入学'二|体のインターネット利川も多jrl化してきている。例えば、ラン
ド‘グラント大学（後述）を''１心に災い歴史を持つ地域住民のための教育プログラム（民意基撚轆
I111iプログラム）である「州;ilIi教育（C()IltinuingE(1ucatiol])」プログラムは長らく、通信教育l219な手
法やスクーリングでの提供であったが、９０ｲ1ﾐｲw)頭からはビデオでの提供も)ｊｌｌわり、「遠隔学習
(デイスタント・ラーニング：DistalltLearlling)」プログラムとして定滴した。これが９０年代後半
からは、インターネットによる提供に切り替えられるようになり、昨今では、パソコン機能の強化、
ブロードバンド化により、オンライン機能が仙人してきていることから、提供するプログラム、盗
格などが飛liMl'19に多様化している。祥細|を次項に記す。
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Ⅲ：大学の民意基盤整備へのかかわり－工クステンション・サービスからユニヴァーシ
ティ・アウトリーチそしてヴァーチャル・ユニヴァーシティへ
１．エクステンション・サービスの展開
米睡|において、大学は地域の住民に両航するものであるべきとする考えは、1862ｲ|ﾐ、ヴアーモ
ント州下院議員、ジヤスティン．スミス．モリルO11stinSInithMorrill）により提唱され、法ilill化
された「モリル法（TheMorrillAct）」に』iLづく、「ランド・グラント大学（Lalld-Grant
UIliversity)」制度に始まる。
l）ランド・グラント大学
ランド．グラント大学とは、文字どおり、ここ地（Land）を供与（Grant）された人学という意味
だが、ここ地の供与は連邦政府が「モリル法」にjiLづき、行ったものである。供与した二k地は
30,000ｴーカー（約12,000ヘクタール）で、各州に払い~|くげ、州民の高等教育を支える大学を設立
させた。
ランド．グラント大学に求めた教育分1Vは農学や農業技術、機械技術やこれに関連する工学分野
が｢|,心である。初!U|に設立されたものに、アイオワ州立大学、カンサス州立大学、ペンシルヴァニ
ア州立大学、ミシガン州立大学などがある。ランド・グラント大学ＩＩｉ'ｌ皮は米'五|農産業の発展、工業
化や`li1i報化の進展などとともに、その教育内容も多様、多彩化し、その数も贈え、D,1m’05大学
がランド“グラント大学を名乗る。
２）ランド・グラント大学におけるエクステンション・サービスのlHilⅢｌ
ランド．グラント大学での教育の変逃を見ると、当初は、農学や機械学を核とする学部教育が''’
心であったが、1870ｲｉｉ代末には、各郁))協業の発展にＩ)|(い必要となる専|Ⅱ|家を育てる大学院教育が
始まっている。続いて、1887ｲ|ﾐ、ｌｌＭｌ政府は「ハッチ法（TheHatchAct)」をiIill定可各ランド・グ
ラント人学に「農Ｚｌｌ試験場（アグリブノルチュラル．エクスペリメン卜．ステーション：Agricultural
Ex,)eriInentStatioIl)」を設立せしめた。膿事試験場は述);'1政府からのilMl沢なUl)成のもとに、111域農
産業技術の一層の発展に貢献するだけでなくⅥ各試験場が枝み｣:げた技術、知識の交換、また、災
liill)１１発などを積棚'''9に進め、高度な農業'1M連技術の全|玉'''１りな展|)'１が|X'られることになる。「ハッチ
法」はまた、ランド．グラント大学に対して、その使命に｣iLづく研究活動（MissionRcsearch）を
義務付けており、述邦政府が大学の(ﾘﾄ究機能を軍祝し始める契機となった。
201U:紀に入って、1914ｲ|ﾐ、連邦政府は「スミス・レヴァ一法（TheSmith-LeverAct)」をIlill定し、
各ランド・グラント大学に対して、地域との協調を基本とする学外教育iili勅（コーオペレイテイ
ブ．エクステンション．サービス：Cool)erativeExteIlsio']Service）を義務付けた。学内に諸航され
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た極々の知識、技術、’ｌｉＩｉ報などを州民に対して直接提供するシステム、「工クステンション゛カ
レッジ（Exte,]sionCollcge)」の誕11ﾐである。ここでは、ランド・グラント大学の代表的存｛|；であ
り、筆者が学究し、奉幟もしたミシガン州立大学を例に紹介する。
「エクステンション．ノルッジ」での初lUlの教育活動は、農業、食料・食品、家政に関するもの
が主体であったが、時代とともに多様化し、リl在では三1ﾐとして、次の３分1UVに領域を絞って、情報
や教育プログラムの提供を行っている。（資料ｌ）。
①農業および自然資ｉｌ１Ｉ;(分Ｗ
②児童、青少年、家族'111題分1117
③コミュニティ雑I111iおよび地域経済|)'１発分卿
農業および自然資ｉｌｌＩＵ)U1i;は、過去l()0ｲIｉ近い「エクステンション・カレッジ」の歴史の''１でjiL本
となってきたものであり、」iMｲ１１においても、最も重要な分岬である。重点項'二|は下記の５つである。
・農地の最善利川
・害虫対策
・動植物管理
・廃棄物管理
・農業収支の改善、ili場|ⅡｌＷｉ
ｿtl童、青少年、家族|H1題分１１１も伝統''１りな分111である。児１if、青少年は〕､学、学習の権利をｲｧする。
家庭はそれを支える義紡がある。コミュニティもまた、これら家族を支える義務がある。１１１点jIil=ｌ
は、卜記の２項'1である。
・家政指導と適正栄養脂導
・青少１F教育プログラムとしての411プログラム
コミュニティ整I111iおよび'111域経済|＃|発分U1fは比較l`19新しいｸ)Ｗである。工点項'二|は下記の５つで
ある。
・コミュニティの社会・絲済・'二1然環境の改善
・コミュニティのリーダーの育成
・コミュニティ蝋111iの核となる非営利法人の育成
「工クステンション．カレッジ」はミシガン州内に存ｲ1ｉする８３の'''1の全てに拠点を持ち、それら
全てがミシガン州立入学とネット化されている。提供すべき情報や教育科[|の内容は、常に史新さ
れ、インターネットなどを通して提供されている。
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２ユニヴァーシティ・アウトリーチの展開
1980ｲ|ﾐ代の中頃から、ランド・グラント大学の３櫛のミッション、教育、（ﾘﾄ究、学外教育（工ク
ステンション）に、新たな分野、「アウトリーチ（()utreach)」が)Ⅱ|えられた。アウトリーチとは、
｢手をさし'''１ばす」という意味であるが、学習意欲を持つ地域住民に大学が貢献する「エクステン
ション・プログラム」と』,IILなり、とりたてて学習欲求を持たない住民や地域ｉｉ１ｉ勅に無関心な住民に
対して、学習行動や地域活動を誘発するためのものである。すなわち、エクステンションがいわば
｢ニーズ対応」であるのに対して、アウトリーチは「ニーズを堀り起こす」ものである。
１）アウトリーチ荊動の弧４１A
第二次火戦後の米国各地で一貸して進んだ都Tlj化の波は、ジョエル・ガロウ（JoelGarreau）の
著書、「エッジ・シティ－新しいフロンティアでの４k活（EdgeCity：LifeollthcNewFrontier)」７）
に詳しい。
ガロウは、第二次大戦後の米|玉|のlilITlT化は「三つの波」でl1Mi成されているとし、戦後から６０ｲlzi、
70ｲ|ﾐ代と一貫して続いた大規模な郊外住宅地|ﾙ１発を「第一の波｣、これらのマーケットを追う形で
の1970ｲＩ昌代の商業施設の郊外移11砥と人l1i1化を「fliにの波」（ガロウはこれを特に「モーリング・オ
ブ・アメリカ（MallingofAmerica)」現象と称している)、さらに、1980ｲﾄﾞ代の企業群、とくに情報、
金liMl系の郊外移転とこれに付帯する職住近接WllTlillド（エッジ・シティ）の}Ⅱ｣i11,1を「第三の波」とし
ている。これらの過程において、米|正|各地での111域榊造は大きく変化した。農｣也の人規模宅地化が
進んだばかりでなく、火、111都TlTlll心TIT街地の荒廃が進み、都TIjj或の社会''１９、経済的荒廃、いわゆ
る「アーバン・デイケイ（Urbanl)ecay)」が顕在し、一般化した。さらに、８０ｲｉｉ代に入って、米国
の経済不況は深刻化し、部TIjllM題はﾉMllTIiへも波及していく。
力Ⅱえて９０年代以降、郊外住宅地の高lli6化の進展による疲弊を受けて、新しい都市生活のあり方
を|H1う「ニュー・アーバニズム（NewUrl)allisln)」が展|＃lされるようになる。これら多彩、多様な
課題に対し、州民に奉仕することを使命（ミッション：Mission）を有するランド・グラント大学
が対応する必要性が生まれてきたのである。
しかしながら、この急速な都Tlj化がもたらす課迦が農地の人規模宅地化をはじめとする、農産業
の課迦でもあったにかかわらず、従来の鵬学部を'''心とするエクステンション・サービスでは対応
にllMLがあった。エクステンションに桃わる教員や秤''１家は、あくまで膿業や肥料、食糧・食品、
また、これらの４１:淀過程で派生する環境'''1題などに携わることが｣ＭＱであり、部TIT化における社会
｢19、経済的課題、すなわち、地域(ii氏の人椛、生1門、家族、住宅、教育、Ｗiii(||:、経済など多彩な課
7)JoelGar1℃aｕ「E(lgeCity:LifCollthcNewFr()lltier」AIlchol･Books/I)oublc(1(ly〉１９９１
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題に対応する専|Ⅱ1家群を擁していなかったのである。
ランド・グラント大学教員によるアウトリーチ活動は、このような状況下に生まれたが、当初に
おいては、IlUlil々の教員の使命感に支えられていたと言ってよかろう。しかしながら、幅綾する都
TIj・地域|ｌＩ１題、社会・経済ｌｌＩ題にI19Iilliに対応するには、社会学、経営学、地域経済学、法学、医学、
柵11:学、建築学、都TIT・地域計画学など全学的な対応やlli(り組みが必要となる。こうして、これら
の学部を有する多くのランド・グラント大学がアウトリーチ活動に参入した。
２）連邦住宅・祁市ljM発省の対応
人学のアウトリーチ活動の地域における比意基鴨整Iiliへの貢献、寄与が[ﾘ|らかになるに従い、連
邦政府はその成果に注'三'し、1994ｲ|ﾐ、住宅・IllTl7開発省（DepartlnelltofHousingandUrball
Dcveloplnent：ＩＩＵＤ）内に「ユニバーシティ・パートナーシップ局（OfficcofUniversity
Partnerships：ＯＵＰ)」を設置して本格''１りな助成を始める。
設置の'二|的は次の三点である。
・民意基盤卿ＩＩｉにかかる入学の活】iljを認識し、褒賞し、成功酬例を横み上げる
・民意基轆轤IIliにかかわる次111代の学者、教育背を育てる
・民意基盤卿Iliに資する改111[的な教育・ＩＵ１究法の開発、実施を支援する
助成の主体は学内に「コミュニティ・アウトリーチ・パートナーシップ・センター（Comlllu'1ity
OutreachPartllershipCellter)」を設立させるものである。Ｕﾉ)成の決定はプロポーザルに基づいて行
われ、助成額は１校あたり３ｲ|ﾐを限度に総額約４０万ドル（1ドル120}｢|換算で５億''１４９）で1994
ｲｌｉ以降、１３０を超える大学に文紛しており、各大学はこれを基に各種のアウトリーチ活動を行って
いる。
ミシガン州立入学は「工クステンション・サービス」もパイオニアであったが、「アウトリー
チ」においてもパイオニア''1りな存{|;であり、199()ｲ'三にはアウトリーチliJi動を主管する学務担当､１１
学長室（TheViceProvostforOutreachOHicc）を設立し、全学|`1りな取り組みを|ﾙl始した。栖動を文
えてきたのは、ケロッグ財|､Ⅱなど|了１１体企業、’'1M人による数億''１におよぶUIj成である。現在、支援宗
には20名の職員が専従として活動し、ⅢⅡえて、州|人lに６ケ1ﾘ｢の地域事務所を梢えている（資料２)。
３）アウトリーチ活動の|ﾉﾘ容
アウトリーチ活動は多岐にわたる。］ﾐたるものは次のようになる。
・経済i'}生一起業|)１１発教育・illl練、’１１ﾉＭｌ:)腱体保全支援
・医療編祉一健胴3;l1l1、疾Ｉ,ｉｉ予防・診断
・住宅建設一住宅供給、改修文援、イ〈動)唯公正取り|支援、住宅1M；入・賃貸文援
・11Mi業訓練一技能訓練、就業illl糾1,11111業紹介
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・文化芸術一文化芸術教育・活動支援、文化芸術施設保全と利)1１
・地域再Ll1-Illil人、組織、地場産業など地域資産のlili川
・知識技術一大学|人l外の知識、技術の交換・移I|厨、共同|)'１発
・学業支援一オンライン・ラーニング・システム、ヴァーチャル・ユニヴァーシティの構築
これらの1iIi動の今てに極々の高度'li1i報通信技術が利川されているのは'二１１ﾘ1である。ここでは、大
学の果たしてきた教育、研究、エクステンション・サービスの流れから、学業支援におけるアウト
リーチ活動を取り上げる。
4）学業支援におけるアウトリーチ活動
学業支援におけるアウトリーチ活動は、イ<登校児童、貧|永'家庭の不就学児童などへの教育を行う
場合も多いが、ここでは、大学の教育、研究レベルを基本とする「オンライン・ラーニング」と
｢ヴァーチャル・ユニヴァーシティ」について紹介する。
①オンライン・ラーニング
「オンライン・ラーニング（OnlineLeami'19)」とは、高度社会人教育プログラムの一環で、イン
ターネットを介して学二'二、修二'二・博｣洲程のプログラムを提供、修了背に修三I:、博二'二号を与えるも
のである。高度社会人教育は、従来、キャンパス|人|外の施設を利)Ⅱしてのもの、ビデオなどを利川
しての遠隔学習的なものが'''心であったが、インターネット機能の発展、拡大により規模的にも地
j或｢19にも急速に拡充してきた。大学により提供するプ[]グラムはそれぞれ異なるが、ミシガン州立
大学では、学二|舌課稻1で看護学、修士洲!i』で)}'|法学、教育学、食,Ii11,衛生学:、行護学、包装学（パッ
ケージング)、物理学、そして'(ﾘﾆﾋii1MWi1で物111学などを提供している（資料３）。
②ヴァーチャル・ユニヴァーシティ
「ヴァーチヤル・ユニヴァーシティ」には、大別して二つのタイプがある。一つは、１ｹの大学で
の教育プログラムの一環として存在するタイプ、今一つはキャンパスを持たず、まさしく「仮想大
学（ヴァーチヤル・ユニヴァーシティ：VirtualU'livcrsity)」として存在するタイプである。
前背はさらにいくつかのオプシニ1ンに分かれる。すなわち、ｉ(l:会人lfilけには聴講のみ（Non-
cre(1it)で大学:iI2規のiii位|復修につながらないもの、一定のプログラムを履修後に修了証
(Certificate）を|Ⅱすもの、ＬＭｉｉ教育lli位（ContilluillgE(1ucatiollCrcdit）を１１}すもの、学外の研究組
織などと共|荷|でプログラムを組み、正ⅡJの学〒'三時や修」:丹を'1}すものなどがある。イピ学化に対して
は、これらのプログラムへの１１１極履修を認めていることから、多くの学L上がりJ'''１以外のlIii々の授業
やコースを取る機会を持てる。ミシガン州立人学では、ＣＡＤやファシリティ・マネジメントなど
の修了証を'1}すプログラムの人気が高い（資料４）。
後背は、全てのプログラムをインターネットで提供するものであり、わが唾|には未だ存在しない
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ものである。この柿の大学が全米にどのくらい存在するかは定かでないが、よく知られているもの
に、「メリーランド大学ユニヴァーシティ・カレッジ（UniversityofMarylandUniversityCollcge)」
や「フェニックス入学（UIliversityofPhoenix)」がある。ここでは、実際に訪'１１１調査をした「メ
リーランド大学ユニヴァーシティ・カレッジ」について述べる（資料５）。
③メリーランド大学ユニヴァーシティ・カレッジ
「メリーランド人学ユニヴァーシティ・カレッジ（lll什称：ＵＭＵＣ)」は第二次人戦直後の1947年
に開講した古い歴史を持つ。｜ﾙ|識のl-l的は大学教育を求める社会人のための教育プログラムの提供
である。ＵＭＵＣはメリーランド州で第二位の川,l模を持つメリーランド大学の１１学部の一つに位'１'ｉ
づけられており、当初は皿信救育で、最近ではインターネットで多彩な教育プログラムを提供して
いる。学部は首祁ワシントンの郊外にあるメリーランド大学キャンパスの一角にあるが、学ＬＩｉｌ可け
の教室は存ｲI；せず、学Nll腫巍、事務篭といくつかの;＃義収録室、会議室とからなっている。B,Ｉｲi；の
織録学L'三数は約８(),00()で、｜人115,()()0程度がメリーランド州氏である。
ＵＭＵＣが提供するプ1二1グラムの対象は全て|職業人である。捉供するプログラムは学｣二十ﾅ、修三|：
号につながるものが、学部で３９、修三[:課程では３１の合計７()である。学部、大学院で提供される
コースは５０()を超える。教宗での授業も必要に応じて、メリーランド州、首都ワシントン|ﾉ､|に２０
箇所、海外では100を超える施設で対応している。i11ji外でのliji修生の多くは米|玉|陸海空filiの兵二ｔで
あり、その数は47,()00とされる。
ｕＭｕｃは狐lilのキャンパスや教宗を持たない点を除けば、ｊ､常の大学となんら変わりがない。
履修学生に対しては、１<記の４つのサービスを提供している。
・学務情報一オンラインでの図書館利)Ⅱ、授業シラバスのＩ|｜l爪、学生|可二ｔのインターネット-kで
の交換サイトの提供、大学o)メイン・コンピュータ利１１１、始業・修了・卒業式のlin行
・金融支援一奨学金・授業料jjl(免IIill度の提II1i、兵役終了者判f支援
・学業支援一入退学Bil疋案|ﾉﾘ、学務l緋、試験|ﾉﾘ容・１１ﾄﾞ!i１，教材販売などにかかる情報提供
・一般支援一仙術者のみならず、障害を持つ履修しｌｉへの就INI、キャリア・チェンジ、キャリア・
アップ`ｌｉｌｉ報や機会の提供、カウンセリング・サービス
ＵＭＵＣのようなヴァーチャル・ユニヴァーシティの特(nは、時代に合わせたプログラムの改変
と提供が比較''１９容易なことである。ＵＭＵＣで、’''１；今、１種修化の多いプログラムとして下記のもの
がある。
・財務管Ll1
・人的資源管１１１１
・高度情報技術
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・プロジェクト管刊！
・技術・情報管理
・国際マーケティング
・テレ・コミュニケーション
．Ｅコマース
ミシガン州立大学タイプの「ヴァーチヤル・ユニヴァーシティ」は、提供するプログラムやコー
スに偏りが見られることが多くなっている。Mllは、教員の|ｶﾞﾙﾉﾉにilliI度差があること、力Ⅱえて、プ
ログラムやコースに魅力を持たせるために、カリキュラムをヴイジュアルにする必製があり、シス
テム・エンジニア、ＣＡＤ（Coml)uterAidedl)esign）やＣＧ（ComputerGraphics）再|Ⅱ1家をはじめ、
多数のプロが必要なことによる経費噌などである。これを受けて、昨今では、学術系よりも履修希望
の多い技術、技能系のプログラムやコースが1円えている。
ＵＭＵＣやフェニックス人学など文字通りの「ヴァーチャル・ユニヴァーシティ」への評仙iは二
分されている。’三|く、大学レベルの高等教育機|坐|としての評('lliが難しいとするもの、’三|く、極々の
状i兄から〕､常の就学形態を選択できない人々にとって必須のiilIi等教育機関であるとするものである。
しかしながら、米国の大学の地域民意ｊｉＬ盤縦I111iへIili々のかかわりをMll的に展望すれば、インター
ネットなど高度情報機能の－１画の発展に'''4って、キャリアアップ、キャリアチェンジを志向する
人々にとって今後における取要な教育機会となることは充分にありえよう。また、昨今、高等教育
機関の少ない|)'１発途_L国で「ヴァーチヤル・ユニヴァーシティ」の導入が積極''１りに進められている。
中でも、1997ｲＩｉにアフリカの１７ケ|玉|が試験的な試みとして共同でWli築した「アフリカン・ヴァー
チヤル・ユニヴァーシティ（AfricanVirtualUnivcrsity)」は、２４，０００人の学4kに対し、英仏語での
高等教育機会を提供し、さらに3,500人のIMI業人に対して、専''''''１りな経営・瀞IlMll識、技術習得の
機会を提供した。この成功は|此界銀行の支援を得ることとなり、ケニアのナイロビに本部を置く、
本格的な商等教育機関として機能しつつある。
まとめ
以上、米|正|における大学の地域での民意jiLW洲洲iへのかかわりを歴史''１９に展望するとともに、’1/iミ
今、発達稗しい高度情報機能、とりわけ、インターネットの利川、iから紹介した。
一方、わが'正|での大学と地域の関係はどうであろうか。例えば、多摩地域には７０ほどの大学お
よび短大が立地するが、これらが多摩地域における社会的・経済的諸|川題、例えば、高齢化する、
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かつてのニュータウンでの「エンプティ・ネスター」８)の存在、老朽|Ｊ１地の建て替え、南北交通網の
整備、’''心Tlj街地の疲弊などの諸|Ｈ１題に対して大学が組織として、また、連帯して取り組みを行っ
ているとは思えない。現状は、米睡|の入学で0)|ﾘﾘｌＵｌのアウトリーチ活動同様、危機感と解決への使
命感を持つIMI々の教員レベルでのIili動に留まっている。
また、大学での授業に関連してのインターネットやメール利１１１も未だ初歩的なレベルにある。一
方、社会人のキャリア・チェンジ、キャリア・アップ志|/１１に対応するための高等教育機会の提供は
大学院を'''心に拡大しつつある。また、商齢化の一隅の進行は生涯教育に対するニーズとして多様
な教育機会を求めることになろう。これらに応えるための高度情報技術の積極利川は今後のわが国
の大学における敢要な課題となろう。
8）エンプティ．ネスター(EInptyNester)とは、「ｆに巣だたれた親」という意味で、米国ではジョエル゛ガロ
ウのいう都Tljづくりの「第一の波」で構築さｵ'た郊外住宅地に子供達と離れて居住する高齢者達、わが'五|で
は１１/(和30ｲ１２、４０年代にlik設さオ{たニュータ'ンンや住宅lJl地に、やはり子供達と離れて暮らす高齢者達を脂す。
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資料’ミシガン州立大学「エクステンション・カレッジ」ホームページ
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資料２ミシガン州立大学「アウトリーチ」ホームページ
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資料３ミシガン州立大学「オンライン・ラーニング」ホームページ
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資料４ミシガンリ''１立大学「ヴァーチヤル・ユニヴァーシティ」ホームページ
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